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は
じ
め
に

日
本
中
世
の
十
三
世
紀
後
末
・
十
四
世
紀
初
に
お
け
る
聖
教
資
料

の
調
査
研
究
の
展
開
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
地
方
の
拠
点
寺
院

の
悉
皆
調
査
報
告
の
過
程
で
極
め
て
重
要
な
典
籍
資
料
の
存
在
が
多

数
確
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
近
時
、
益
々
増
加
傾

向
に
あ
る
。

襲
蔵
・
転
蔵
を
含
め
た
逓
蔵
の
「
動
き
」
は
、
鎌
倉
中
後
期
以
降
、

室
町
・
戦
国
、
更
に
近
世
か
ら
幕
末
近
代
に
至
る
ま
で
止
ま
ず
（
今

も
止
ま
な
い
）、
極
め
て
入
り
組
み
、
複
雑
に
し
て
多
様
・
多
彩
で

あ
る
。
い
ず
れ
の
逓
蔵
過
程
に
し
ろ
、
こ
の
豊
饒
な
沃
野
か
ら
発
掘

さ
れ
る
「
僧
」
達
は
、
ほ
と
ん
ど
京
洛
の
権
門
寺
院
の
文
字
資
料
に

到
達
す
る
こ
と
の
な
い
中
世
の
時
空
を
実
に
活
発
に
「
動
き
」
や
ま

な
か
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
、
と
云
っ
て
よ
い
。

十
三
世
紀
後
期
か
ら
十
四
世
紀
初
期
に
か
け
て
活
動
の
顕
著
な
学

僧
に
「
円
海
―
秀
範
」
の
相
承
を
以
て
知
ら
れ
る
秀
範
が
い
る
。
こ

の
秀
範
の
「
動
き
」
に
は
、
十
三
世
紀
後
期
に
認
め
ら
れ
る
、
多
く

の
「
動
き
」
が
備
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。「
神
道
」・「
遁
世
」・「
顕

密
」・「
口
伝
」・「
兼
修
」
な
ど
な
ど
、
と
り
わ
け
行
動
半
径
の
広
さ

に
は
留
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
遁
世
僧
の
行
動
半
径
の
広
さ
を
測
る

に
は
、
彼
ら
の
「
動
き
」
の
ほ
と
ん
ど
が
京
洛
の
権
門
寺
院
の
文
字

資
料
を
漏
れ
る
形
で
行
わ
れ
る
の
で
困
難
を
伴
う
が
、
京
洛
を
離
れ

た
地
方
拠
点
寺
院
に
は
少
な
か
ら
ず
そ
の
足
跡
を
拾
う
こ
と
が
で
き

る
。

「
秀
範
―
聖
海
」
の
相
承
血
脈
を
め
ぐ
っ
て

― 
十
三
世
紀
中
期
頃
の
「
動
き
」
を
探
る 

―

牧　

野　

和　

夫
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一
、
弘
長
期
の
「
秀
範
―
聖
海
」
の
相
承

秀
範
に
つ
い
て
は
、古
く
よ
り
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。「
良

含
―
円
海
―
秀
範
」
と
い
う
相
承
血
脈
に
つ
い
て
の
中
世
神
道
史
研

究
の
側
か
ら
の
研
究
に
は
、
長
く
深
い
蓄
積
が
あ
る
。
久
保
田
収
、

西
田
長
男
、
大
山
公
淳
、
櫛
田
良
洪
を
始
め
と
し
た
研
究
の
軌
跡
は

重
い
。
伊
藤
正
義
氏
の
提
唱
に
な
る
「
中
世
日
本
紀
」
を
軸
に
し
た

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
研
究
を
含
め
た
動
向
は
、
伊
藤
聡
氏
「
中
世

神
道
・
中
世
日
本
紀
研
究
の
現
状
」（『
歴
史
評
論
』
８
１
６
号　

２
０
１
８
・
４
）に
的
確
な
記
述
を
み
る
。
と
り
わ
け「
円
海
―
秀
範
」

の
師
資
相
承
の
動
き
を
追
う
上
で
、
金
沢
文
庫
に
て
開
催
さ
れ
た
中

世
神
道
資
料
の
展
示
・
翻
刻
紹
介
（『
図
録 
金
沢
文
庫
の
中
世
神
道

資
料
』〈
１
９
９
６
〉
津
田
徹
英
氏
担
当
）
は
、
多
く
の
新
知
見
を

提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

讃
岐
国
三
豊
の
弥
谷
寺
の
所
蔵
す
る
聖
教
群
は
、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
の
調
査
撮
影
蒐
集
に
よ
る
紙
焼
き
資
料
の
公
開
、
先
立
っ
て

田
中
博
美
氏
「
弥
谷
寺
所
蔵
の
三
宝
院
流
聖
教
（
甲
）」（『
醍
醐
寺

文
化
財
研
究
所
紀
要
』
８
号
１
９
８
６
）
に
展
開
さ
れ
た
概
要
（
そ

の
一
部
で
あ
る
『
傳
心
記
』
に
つ
い
て
は
、
近
世
の
転
写
本
に
遭
遇

し
、
既
に
紹
介
・
活
用
し
て
い
た
こ
と
は
、「
縁
」
と
云
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。「
疑
経
・
仮
託
な
ど
の
周
辺
」〈『
実
践
国
文
学
』
60
号

２
０
０
１
・
10
〉）
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
重
要
な
資
料
的
な
価
値
が

知
ら
れ
て
い
た
が
、
個
々
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
検
討
活
用

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
特
に
「
円
塔
」
な
ど
の
豊
富
な
情
報
は
、「
思

融
」「
円
塔
」
な
ど
の
法
脈
に
新
た
な
中
世
文
学
解
明
へ
展
開
す
る

可
能
性
を
認
め
て
い
た
筆
者
に
と
っ
て
、
考
慮
す
べ
き
資
料
群
で
あ

り
、
若
干
の
注
記
・
口
頭
発
表
を
試
み
た
が
、
誤
解
を
招
き
か
ね
な

い
訂
正
す
べ
き
記
述
も
一
部
、
認
め
ら
れ
た
。
近
時
、
訂
正
を
簡
略

に
記
し
、
更
に
牧
野
和
夫
「
思
融
の
周
辺
に
「
本
空
」
と
い
う
僧
侶

が
い
た
こ
と
」（『
実
践
国
文
学
』
94
号
平
成
30
・
10
）
と
題
し
て
概

略
を
予
告
し
、
口
頭
発
表
（
延
慶
本
の
会
、
２
０
１
８
・
12
）
を
行
っ

た
の
も
、
そ
の
故
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
弘
長
期
の
「
秀
範
―
聖
海
」

相
承
の
弥
谷
寺
蔵
聖
教
を
奇
跡
的
に
発
掘
し
え
た
の
で
、
鶴
見
大
学

図
書
館
蔵
の
同
様
な
資
料
一
点
を
併
せ
て
、
牧
野
和
夫
「「
秀
範
―

聖
海
」
相
承
（
地
方
拠
点
寺
院
蔵
）
資
料
の
周
辺
―
近
時
過
眼
資
料

の
紹
介
と
展
開
―
―
」（
福
田
晃
氏
編『
唱
導
資
料
研
究
』近
刊
所
収
）

と
題
し
た
報
告
論
文
を
寄
稿
し
た
。
そ
の
一
層
の
展
開
の
一
端
を
過

日
報
告
し
た
（
伝
承
文
学
研
究
会
例
会
、
２
０
１
９
・
５
・
11
）
が
、

こ
の
稿
で
は
別
の
視
点
か
ら
弘
長
期
の
「
秀
範
」
の
「
動
き
」
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
採
り
上
げ
る
典
籍
二
点
は
、
い
ず
れ
も

十
四
世
紀
以
降
長
く
京
洛
の
東
寺
に
蔵
す
る
と
こ
ろ
の
聖
教
で
あ
っ

た
か
、
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
経
緯
の
詳
細
は
、

福
田
晃
氏
編
の
前
掲
資
料
集
に
掲
載
予
定
稿
を
ご
参
照
頂
き
た
い

が
、
一
応
、
書
写
奥
書
を
含
め
た
識
語
な
ど
必
要
最
小
限
の
紹
介
を
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左
記
報
告
論
文
か
ら
引
文
す
る
。

①　

弥
谷
寺
蔵
『
勧
流
／
（
梵
字
）
□
□
□
□　

口
伝　

上
下
』

二
帖

「
下
帖
末
に
「
貞
和
三
年
初
冬
上
旬
之
候
賜
師
主
上
人
之
御
本
謹

書
写
交
合　

／　
　

金
剛
子
本
円
」
と
あ
り
、
字
体
か
ら
本
円
自
筆

校
合
の
一
点
で
あ
ろ
う
か
、
と
思
わ
れ
る
。
内
題
を
「
大
勝
金
剛
頂

品
第
八
」
と
作
る
、
そ
の
帖
末
の
本
円
書
写
校
合
奥
書
の
前
に
、
本

文
の
末
に
「
建
保
六
年
戊
刀
自
六
月
三
日
至
于
／
同
年
十
二
月
廿
三

日
伝
受
了
」
と
し
て
「
佛
子
道
円
」
の
伝
受
識
語
が
続
き
、
改
行
し

て
「（
鈎
点
）
梵
字

云
初
於
師
所
三
度
雖
請
傳
／
受
不
被
許
之
其

後
許
可
之
／
後
八
十
年
之
間
伝
授
之
一
年
一
品
／
二
品
一
日
秘
决
一

両
等
云
々
於
我
流
／
以
此
為
至
極
大
事
云
々
」
と
「

」
の
口
伝

が
記
さ
れ
て
終
わ
り
、
そ
の
丁
裏
に
は
文
字
な
く
、
改
丁
し
て
「
弘

長
元
年
十
一
月
廿
三
日
以
聖
海
／
上
人
御
本
書
写
了
」
と
あ
る
。」

そ
の
後
に
一
行
空
け
て
、
先
に
紹
介
し
た
本
円
の
書
写
校
合
の
奥

書
が
続
く
の
で
あ
る
。

②　

鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
光
明
真
言
口
伝
』
一
軸

『
鶴
見
大
学
蔵
貴
重
書
展
観
解
説
図
録　

古
典
籍
と
古
筆
切
』（
平

成
６
・
10　

鶴
見
大
学
）
頁
39
に
、
書
影
が
掲
載
さ
れ
、「（
東
寺
旧

蔵
伝
授
書
）」
と
注
記
さ
れ
る
一
点
で
、
頁
85
の
解
説
に
は
次
の
よ

う
に
記
述
さ
れ
る
。

「
５
―
ハ　

光
明
真
言
口
伝　

弘
長
四
年
写
（
盛
深
筆
）

　
　

巻
子　

一
軸

本
文
料
紙
、
斐
楮
混
漉
。
紙
高
一
七
・
八
糎
。
東
寺
旧
蔵
。
表
紙

を
欠
き
正
確
な
書
名
は
明
ら
か
で
な
い
が
、奥
書
か
ら
醍
醐
寺
座
主
・

東
寺
長
者
実
賢
（
一
一
八
〇
―
一
二
四
九
）
の
口
受
を
、
弘
長
四
年

（
一
二
六
四
）
二
月
八
日
、
高
野
山
尺
迦
院
南
房
に
お
い
て
盛
深
が

書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
端
裏
書
に
「
光
明
真
言
口

伝
実
－
」と
あ
る
が
、「
光
明
真
言
口
伝
」「
光
明
真
言
法
曼
荼
羅
」「
光

明
真
言
法
護
摩
」
か
ら
な
る
。

光
明
真
言
の
功
能
に
つ
い
て
『
不
空
絹
索
経
』
は
、
十
悪
五
逆
の

重
罪
を
犯
し
た
も
の
で
も
、
光
明
真
言
で
加
持
し
た
土
沙
を
そ
の
屍

や
墓
の
上
に
か
け
る
と
、
罪
障
を
除
滅
し
無
上
菩
提
を
得
る
と
す
る

が
、
白
河
院
・
美
福
門
院
・
後
白
河
院
・
鳥
羽
院
二
条
院
妃
・
建
春

門
女
院
の
中
陰
に
あ
た
り
、
そ
の
得
脱
を
ね
が
い
勝
覚
・
源
運
・
勝

憲
・
実
範
・
義
範
・
勝
憲
に
よ
っ
て
修
せ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
納
冨
）

（
奥
書
）

本
云承

久
二
年
庚
辰
正
月
廿
五
日

私
師
云

此
書
ハ
醍
醐
座
主
東
寺
一
長
者

前
大
僧
正
御
房
實
賢
御
口
受
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也
最
秘
々
々
努
々

弘
長
四
年
甲
子
二
月
八
日
於
高
野

山
尺
迦
院
南
房
寫
書
了

求
法
沙
門
盛
深　
　
　

」

と
記
す
。
①
②
の
い
ず
れ
の
資
料
に
も
梵
字
一
文
字
「

」
の
口

伝
が
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
こ
の
「

」
を
誰
に
比
定
す

る
か
。
こ
の
問
題
は
、家
蔵[
近
世
前
期]

写『
法
隆
寺
舎
利
相
伝
他
』

一
軸
の
内
の
「
聖
徳
太
子
大
事
・
太
子
御
入
定
事
」
と
い
う
項
目
に

「
釼
云

者
見
性
房
／
秀
範
反
字
礼
也
」
と
い
う
釼
阿
そ
の
人
の
証

言
の
記
述
に
拠
っ
て
、
秀
範
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

（
図
１
）。
詳
細
は
、
前
記
近
刊
予
定
の
福
田
晃
氏
編
『
唱
導
資
料
研

究
』
所
収
稿
に
譲
る
。
①
に
拠
っ
て
弘
長
元
年
十
一
月
廿
三
日
以
前

に
、
お
そ
ら
く
「
秀
範
」
か
ら
「
聖
海
」
へ
伝
授
さ
れ
た
「
聖
海
上

人
御
本
」
が
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
確
実
で
あ
る
。
既
に
「
秀
範
―

聖
海
」
と
い
う
相
承
奥
書
を
も
つ
聖
教
類
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
数
は
少
な
く
な
い
（
大
東
敬
明
氏
「
神
道
切
紙
と
寺
社
圏
」『
中

世
寺
社
の
空
間
・
テ
ク
ス
ト
・
技
芸
』）。
②
も
、「

」
が
秀
範
で

あ
り
、
弘
長
四
年
の
盛
深
の
書
写
奥
書
が
あ
る
こ
と
で
、
弘
長
四
年

（
１
２
６
４
）
以
前
に
秀
範
の
係
っ
た
口
伝
資
料
の
存
在
が
確
認
で

き
た
の
で
あ
る
。
弘
長
二
年
（
１
２
６
２
）
以
前
に
「
秀
範
―
聖
海
」

と
い
う
相
承
伝
授
の
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
文
字

資
料
が
見
い
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

図１
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稱
名
寺
蔵
『
三
代
別
記
』
の
書
写
奥
書
を
辿
る
な
ら
ば
、「
秀
範

―
聖
海
―
恵
劔
」
と
い
う
書
写
相
承
の
流
れ
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も

「
秀
範
―
聖
海
」
授
受
相
承
伝
授
の
年
を
拾
う
な
ら
ば
、
正
和
元
年

（
１
３
１
２
）
で
あ
る
。
新
出
紹
介
の
奥
書
類
に
拠
っ
て
「
秀
範
―

聖
海
」
授
受
相
承
の
関
係
は
、
既
に
四
十
余
年
前
の
房
総
に
も
遡
る

「
繋
が
り
」
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

二
、
家
蔵
『
一
完
乃
題

治
ウ
乃
題
旨
』
の
「

口
」
に

つ
い
て
―
禅
恵
・
劔
阿
―

稱
名
寺
蔵
『
三
代
別
記
』
の
書
写
奥
書
は
、

　

「
延
慶
元
年
十
一
月
二
十
二
日

　

正
和
元
年
四
月
二
十
（
虚
―
／
金
―
）
於
干
葉
庄
堀
内
禅
室

応
良
上
人
之
懇
請
令
奉
授
両
部
秘
契
畢
、
小
比
丘　

秀

範

　

元
亨
二
年
壬

戌
八
月
廿
二
日
（
鬼
―
／
日
―
）
於
千
葉
庄
堀

内
禅
室
応
元
上
人
之
懇
請
令
奉
授
両
部
秘
契
畢
、
小
比

丘　

聖
海
」

と
あ
り
、
次
に
「
暦
応
元
年
十
月
廿
一
日
於
干
葉
庄
堀
内
光
明
院

応
大
福
寺
證
寂
長
老
之
懇
請
令
奉
授
両
部
秘
契
畢
、小
比
丘　

恵
劔
」

と
あ
る
。
秀
範
を
知
る
う
え
で
「
聖
海
」・「
恵
劔
」
と
い
う
僧
侶
の

「
動
向
」
を
探
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
京
洛
を
軸
と
し
た
文
字

資
料
に
比
し
て
こ
の
種
の
資
料
は
極
端
に
乏
し
い
。
幸
い
、「
恵
劔
」

に
つ
い
て
は
小
笠
原
長
和
氏
も
「
下
総
千
葉
氏
と
稱
名
寺
僧
（
一
）」

（『
金
沢
文
庫
研
究
』
１
０
６
号
）「
僧
恵
劔
に
つ
い
て
」
で
紹
介
さ

れ
た
が
、
櫛
田
良
洪
氏
「
関
東
に
於
け
る
東
密
の
展
開
」（『
真
言
密

教
成
立
過
程
の
研
究
』〈
昭
和
39
・
８　

山
喜
房
佛
書
林
刊
〉
に
次

の
記
述
（
頁
６
１
８
）
が
あ
る
の
で
、
引
文
し
て
お
く
。

劒
阿
の
や
や
後
輩
と
思
わ
れ
る
僧
に
賢
空
房
（
元
空
房
）
恵
劒

が
あ
る
。
彼
は
声
明
源
流
記
に
そ
の
名
を
止
め
た
声
明
家
で

あ
っ
た
が
、
劒
阿
か
ら
付
法
を
屢
々
受
け
て
正
和
五
年
十
一
月

十
四
日
保
寿
院
流
を
重
受
し
、
元
応
二
年
正
月
二
十
九
日
三
宝

院
流
の
正
受
者
で
あ
り
、
ま
た
元
徳
三
年
九
月
二
十
七
日
勧
修

寺
流
の
正
受
者
に
抜
擢
せ
ら
れ
た
ほ
ど
他
の
学
僧
よ
り
格
段
重

ん
ぜ
ら
れ
た
。
彼
は
そ
の
後
下
総
に
遊
ん
で
千
葉
堀
内
方
面
で

聖
海
を
訪
れ
、
元
亨
二
年
八
月
二
十
二
目
元
瑜
方
西
院
の
伝
法

を
受
け
、
ま
た
十
一
月
の
頃
に
は
称
名
寺
に
帰
り
、
劒
阿
が
湛

睿
の
為
め
に
西
院
の
灌
頂
壇
を
構
え
た
時
そ
の
教
授
職
と
な

り
、
ま
た
嘉
暦
元
年
の
保
寿
院
の
灌
頂
に
唄
師
・
教
授
・
呪
願

の
三
役
を
一
度
に
果
し
た
如
く
、
仲
々
法
燈
に
も
通
じ
た
人
で

あ
っ
た
。
殊
に
声
明
の
耆
宿
で
あ
っ
た
だ
け
に
灌
頂
に
は
誦
経

導
師
の
任
を
務
め
法
会
の
晴
れ
役
を
続
け
た
。
従
っ
て
称
名
寺

の
法
要
に
当
っ
て
は
賢
空
房
の
位
置
は
高
く
、
ま
た
法
﨟
も
重

く
、
他
の
僧
を
常
に
指
導
し
た
。
晩
年
称
名
寺
を
去
っ
て
か
ら
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そ
の
行
方
は
詳
で
な
い
が
、
千
葉
か
下
総
方
面
に
住
し
た
様
で

あ
る
。
西
院
元
瑜
方
を
相
伝
し
た
三
代
別
記
に
よ
る
と
、
暦
応

元
年
十
月
千
葉
堀
内
光
明
院
で
大
福
寺
証
寂
の
懇
請
で
両
部
の

秘
印
を
授
け
て
い
る
か
ら
な
お
健
在
で
あ
っ
た
。
康
永
三
年
に

も
な
お
活
躍
し
た
様
で
あ
る
か
ら
前
後
四
十
年
間
の
生
存
は
知

ら
れ
る
。
恵
劒
は
華
厳
教
学
に
も
心
を
傾
け
た
人
で
華
厳
探
玄

記
を
開
板
し
、
こ
れ
を
称
名
寺
に
も
寄
附
し
た
事
が
湛
稿
の
奥

書
で
知
れ
る
。
彼
は
相
当
長
く
金
沢
称
名
寺
と
深
い
関
係
を
有

し
た
人
で
、
古
く
は
徳
治
二
年
三
月
十
四
日
極
楽
寺
長
老
道
会

が
称
名
寺
で
祐
範
に
西
院
伝
法
灌
頂
を
営
ん
だ
時
讃
頭
の
劣
い

地
位
に
列
っ
て
お
り
、
同
十
六
日
の
三
宝
院
流
の
灌
頂
で
は
散

花
師
の
晴
れ
役
を
果
す
な
ど
余
程
若
い
時
代
よ
り
称
名
寺
に
関

係
し
て
お
り
、
多
才
な
学
僧
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

聖
海
・
恵
劔
の
活
動
範
囲
は
、
称
名
寺
を
除
く
房
総
の
千
葉
荘
内

堀
に
限
ら
れ
て
お
り
、
弘
長
頃
の
秀
範
と
聖
海
と
の
か
か
わ
り
も
、

房
総
の
地
に
お
い
て
成
立
し
て
い
た
、
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。
稱
名
寺
初
代
審
海
が
係
わ
っ
た
寺
院
に
は
房
総
の
地
に
点
在
す

る
寺
院
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

弘
長
頃
の
秀
範
が
稱
名
寺
と
緊
密
な
地
理
的
位
置
に
あ
っ
た
房
総

を
活
動
拠
点
に
し
て
い
た
可
能
性
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
俄
か
に

十
三
世
紀
中
後
期
の
秀
範
の
「
動
き
」
が
看
過
し
え
な
い
も
の
と
な

図２
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る
。
秀
範
に
は
、
金
沢
稱
名
寺
に
「
ゆ
か
り
」
を
も
ち
、
し
か
も
極

め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
、
と
も
推
測
で
き
る
資
料
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
既
に
影
印
紹
介
を
済
ま
せ
た
家
蔵
『
一
完
乃
題

治

ウ
乃
題
旨
』
一
軸
で
あ
る
。『
金
沢
文
庫
研
究
』
２
８
０
号

（
１
９
７
８
・
３
）
所
収
牧
野
和
夫
「『
一
完
乃
題

治
ウ
乃
題
旨
』

影
印
・
紹
介
―
審
海
・
釼
阿
の
一
資
料
―
」
に
書
誌
的
な
事
項
を
簡

略
に
記
し
た
の
で
、
再
度
引
く
こ
と
に
す
る
。

先
ず
、
簡
単
な
書
誌
を
記
し
て
お
く
な
ら
ば
、
淡
茶
地
裂
後
補

表
紙（
高
さ
約
十
三
・
〇
糎
、近
現
代
の
書
肆
の
手
に
係
る
か
。）。

白
紙
を
貼
り
、「
一
完
…
（
略
）
…
文
保
元
年
忍
空
ノ
奥
書
ア
リ
」

と
近
代
の
墨
書
。
見
返
し
は
淡
藍
色
の
楮
紙
で
幅
十
三
・
五
糎
。

見
返
し
に
厚
手
の
紙
を
貼
り
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
に
て
「
忍
空
上

人
」
と
記
し
下
三
行
に
略
歴
を
記
す
。
見
返
し
か
ら
本
文
料
紙

迄
の
幅
約
七
・
六
糎
は
、
総
裏
の
厚
手
楮
紙
を
以
て
補
う
。
端

裏
外
題
「
一
完　
　
　

口
口
」
と
の
本
文
同
筆
墨
書
は
、
裏
打

が
削
ら
れ
判
読
可
。
料
紙
端
か
ら
七
・
七
糎
幅
を
お
い
て
内
題
・

本
文
初
行
、「
一
完
乃
題

治
ウ
乃
題
旨　

口
云　

ラ
イ
（
梵

字
二
字
）
ケ
ン
乃
御
傅　

…
…
」。
無
辺
無
界
、
字
面
高
さ
約

十
一
・
二
糎
、
幅
四
三
糎
内
外
の
楮
紙
五
枚
を
継
ぎ
、
毎
紙
約

二
一
行
、
行
字
内
外
字
数
不
等
。
料
紙
は
や
や
薄
手
の
楮
紙
、

虫
損
甚
し
い
が
、
お
そ
ら
く
総
裏
を
打
つ
以
前
の
こ
と
ら
し
く

裏
打
に
は
虫
損
な
し
（
近
現
代
の
手
に
係
る
）。
本
文
末
（
第

四
紙
二
〇
行
目
）、
尾
題
な
く
一
行
あ
け
「
相
承
次
第
」
と
標

し
て
成
賢
か
ら
威
に
至
る
相
承
血
脈
を
附
し
「
礼
口
云
」
の
一

条
を
六
行
に
わ
た
り
記
す
。
本
奥
「
正
和
五
年
丙
辰
十
月
十
二

日　

於
宀
中
奉
傅
受
了
」
と
本
文
同
時
同
筆
に
て
記
し
、
更
に

「
文
保
元
年
丁
已
季
夏
中
旬　

奉
傅
受
了　

忍
空
云
々
」
と
本

文
同
筆
に
て
記
す
も
、
や
や
墨
色
が
濃
い
。
時
を
隔
て
ぬ
別
時

同
筆
か
。
お
そ
ら
く
は
室
町
頃
の
書
写
か
。

と
い
う
記
述
で
あ
る
。「
室
町
頃
の
書
写
か
」
と
し
た
が
、
お
そ

ら
く
室
町
も
初
期
の
頃
で
あ
ろ
う
。
近
現
代
の
書
肆
（
個
人
）
あ
た

り
の
粗
い
後
補
表
紙
な
ど
の
「
具
合
」
か
ら
、
逆
に
東
寺
旧
蔵
と
推

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
特
異
な
点
は
、
既
に
指
摘
し
た
如

く
漢
字
・
片
仮
名
を
交
え
て
試
み
た
梵
字
に
よ
る
仮
名
表
記
・
漢
字

音
表
記
に
あ
る
。
正
に
秘
口
伝
に
最
も
適
う
も
の
と
云
え
よ
う
が
、

筆
者
は
管
見
に
し
て
今
も
他
に
見
聞
し
て
い
な
い
。

若
干
付
言
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
小
巻
子
の
形
態
は
、
金
沢
文
庫
保

管
稱
名
寺
蔵
聖
教
の
口
伝
・
秘
事
の
授
受
に
お
い
て
見
ら
れ
る
典
籍

形
態
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
東
寺
寶
菩
提
院
旧
蔵
の
聖
教
類
に
も
顕
著

に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、讃
岐
覚
城
院
蔵
信
源
書
写
の
口
伝
・

秘
事
類
に
も
見
出
さ
れ
る
な
ど
、
中
世
寺
院
資
料
の
書
物
形
態
の
ひ

と
つ
と
し
て
留
意
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
一
完
乃
題

治
ウ
乃
題
旨
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
秀
範
」
を

聖
教
の
相
承
授
受
に
限
定
し
て
追
尋
す
る
本
稿
の
狙
い
の
範
囲
を
超
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え
る
故
、
後
考
に
譲
る
と
し
て
、「

口
」
と
冠
し
て
伝
授
本
文
末

に
付
さ
れ
た
「
此
題
旨
自
上
古
秘
蔵
故
／
審
海
不
授
釼
阿
ニ

一
禅
恵

／
不
授
ニ
モ

一
也
而
禅
恵
請
シ
テ
釼
阿
ヲ

一
／
乃
付
属
ト

一
之
時
結
句
ニ
授

此
題
／
旨
一
如
是
所
重
ス
ル

一
也
寫
瓶
之
外
／
不
被
授
之
」
と
い
う
口

伝
に
注
目
す
る
。
語
ら
れ
る
内
容
は
、
極
め
て
重
い
も
の
で
あ
る
。

稱
名
寺
長
老
審
海
が
、「
自
上
古
秘
蔵
故
」
釼
阿
に
授
け
な
か
っ
た

こ
と
、
禅
恵
は
釼
阿
を
請
じ
て
「
付
属
」
し
、

（
秀
範
）
に
は
伝

授
し
な
か
っ
た
こ
と
、
を
秀
範
自
ら
当
事
者
と
し
て
語
っ
て
い
る
か

の
如
き
口
吻
で
あ
る
。
伝
授
本
文
末
に
は
、「

口
」
の
前
に
「
相

承
次
第
」
が
記
さ
れ
「
成
賢　

ラ
イ
（
梵
字
二
文
字
）
賢　

憲
静　

審
海　

禅
恵　

釼
阿　

（
梵
字
一
文
字
）　

威　

」
と
あ
る
。
こ

こ
に
禅
恵
と
い
う
僧
侶
が
係
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。「
禅
恵
」

に
つ
い
て
は
、
釼
阿
の
稱
名
寺
長
老
就
任
を
巡
っ
て
百
瀬
今
朝
雄
氏

「
明
忍
房
劔
阿
の
称
名
寺
長
老
就
任
年
代
」（『
三
浦
古
文
化
』
13
号　

１
９
７
３
・
３
）
に
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。
同
論
文
に
お
い
て
「
嘉

元
二
年
六
月
十
三
日
の
審
海
入
滅
後
、
延
慶
元
年
十
一
月
に
至
る
四

年
余
り
の
間
に
、
称
名
寺
長
老
が
在
任
し
て
い
た
こ
と
は
」、
高
梨

氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
、と
先
行
論
文
を
踏
ま
え
た
上
で「
劔

阿
の
称
名
寺
長
老
就
任
の
年
代
を
、
延
慶
元
年
十
一
月
三
日
よ
り
同

十
一
月
十
一
日
の
間
と
推
定
」
さ
れ
た
が
、
更
に
同
論
文
注
（
５
）

に
次
の
よ
う
な
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。
高
梨
氏
の
「
こ
の
長
老
に
戒

円
房
祐
範
を
想
定
さ
れ
た
こ
と
に
は
賛
同
し
え
な
い
」
と
し
て
、
高

梨
氏
の
論
拠
二
点
を
検
証
さ
れ
た
上
で
、
新
た
に
二
点
の
論
拠
を
挙

げ
て
「
戒
円
房
よ
り
は
、
右
に
掲
げ
た
意
味
不
明
の
貞
顕
書
状
に
み

え
る
「
尊
定
上
人
」
こ
そ
長
老
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
想
像
す
る
」

と
さ
れ
た
。
禅
恵
の
存
在
を
介
し
て
、
審
海
・
釼
阿
の
相
承
を
巡
る

一
件
に
秀
範
も
当
事
者
と
し
て
係
わ
っ
て
い
た
、
と
い
う
推
測
が
成

り
立
ち
そ
う
で
あ
る
。
大
和
室
生
寺
に
お
け
る
「
秀
範
―
釼
阿
」
の

相
承
の
次
第
に
は
、
房
総
と
称
名
寺
間
に
展
開
し
た
、
必
然
と
も
云

う
べ
き
十
二
分
の
前
史
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

結
び

百
瀬
氏
は
、
審
海
の
稱
名
寺
長
老
退
任
後
、
釼
阿
の
長
老
就
任
以

前
に
、
禅
恵
が
長
老
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
的
な
根
拠
を
示
し

つ
つ
推
論
さ
れ
た
。
こ
の
推
論
は
、
そ
の
後
、
福
島
金
治
氏
や
兼
好

伝
に
係
る
考
証
過
程
で
小
川
剛
生
氏
な
ど
の
支
持
・
継
承
す
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
ほ
ぼ
確
立
し
つ
つ
あ
る
か
、
と
考
え
る
。
福
島
金
治
氏

は
、百
瀬
氏
の
論
を
踏
ま
え
て
稱
名
寺
文
書
な
ど
に
確
認
で
き
る「
大

量
の
不
明
僧
は
、
お
そ
ら
く
は
審
海
没
後
に
尊
定
房
が
稱
名
寺
長
老

に
な
っ
た
際
、
内
部
の
抗
争
の
末
に
房
総
に
移
っ
た
僧
た
ち
で
あ
ろ

う
」
と
推
定
さ
れ
た
（『
金
沢
北
条
氏
と
稱
名
寺
』
１
９
９
７
・
９　

吉
川
弘
文
館
）。

禅
恵
は
釼
阿
を
「
請
」
じ
て
最
極
秘
大
事
を
「
付
属
」
し
、
（
秀
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範
）
に
は
伝
授
し
な
か
っ
た
、
と
秀
範
が
語
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る

な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
秀
範
自
ら
当
事
者
と
し
て
、

最
極
秘
大
事
を
伝
受
さ
れ
る
に
適
う
位
置
に
居
た
、
と
自
認
し
て
い

た
よ
う
に
受
け
取
れ
る
内
容
で
あ
る
。
即
ち
、
禅
恵
の
長
老
就
任
期

間
、「
嘉
元
二
年
六
月
十
三
日
の
審
海
入
滅
後
、
延
慶
元
年
十
一
月

に
至
る
四
年
余
り
の
間
」
は
勿
論
、
そ
れ
以
前
に
亘
る
期
間
、
少
な

く
と
も
審
海
・
禅
恵
の
側
近
く
に
仕
え
、
稱
名
寺
に
起
居
し
て
い
た

こ
と
を
予
想
さ
せ
る
口
吻
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
金
沢
稱
名
寺
の
内

部
対
立
の
結
果
を
秀
範
と
師
資
相
承
の
関
係
に
あ
っ
た
覚
道
房
円
海

に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
福
島
氏
が
正
応
四
年

（
一
二
九
一
）
の
稱
名
寺
三
重
塔
供
養
僧
衆
交
名
を
分
析
し
た
「
審

海
時
代
の
稱
名
寺
僧
侶
」
の
中
で
、「
形
同
沙
弥
」「（
３
）
他
の
寺

院
に
移
っ
た
僧
」
に
分
類
し
、「
極
楽
寺
か
ら
久
米
田
寺
に
移
っ
た

と
み
ら
れ
る
」
と
推
測
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
円
海
で
あ
る
（
福
島
氏
前

掲
書
、
頁
１
６
１
）。
こ
の
「
円
海
―
秀
範
」
の
問
題
は
、
今
後
の

課
題
で
あ
る
（
そ
の
一
端
は
、
牧
野
和
夫
「
善
通
寺
蔵
『
陀
納
深
密

口
決
』
の
逓
蔵
過
程
を
巡
っ
て
―
良
含
・
澄
豪
相
伝
本
と
東
寺
」〈『
寺

院
資
料
集
』
令
和
２
年
１
月　

臨
川
書
店
刊
予
定
〉
他
に
展
開
し
て

い
る
が
、
近
く
開
催
さ
れ
る
仏
教
文
学
会
大
会
に
て
も
口
頭
発
表
予

定
。
中
世
文
学
史
な
ど
に
著
録
さ
れ
る
作
品
類
と
の
連
関
（
延
慶
本

『
平
家
物
語
』
生
成
過
程
や
『
太
平
記
』
生
成
過
程
な
ど
）
に
及
ぶ

こ
と
に
な
ろ
う
。
と
く
に
兼
好
を
め
ぐ
る
徳
治
・
延
慶
頃
の
「
環
境
」

を
軸
に
し
た
展
開
に
留
意
し
た
い
）。

（
ま
き
の　

か
ず
お
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）


